
 

教育目標 

☆思いや考えを伝え合ってよく考える子 

☆人や自然をたいせつにする子 

☆健康な心とからだをつくる子 

☆感動する心をもつ子 
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「心で聴く」   
校長 川嶋 正昭 

「聴」という漢字は、耳と目と心の字で成り立っ

ています。校内の授業を見て回ると、目と心を使っ

て話を聞いている姿がたくさん見られます。 

わくわく応援団の“わくわく読み聞かせ”の活動

が、３年ぶりに再開されました。メンバーは、在校

生・卒業生の保護者、地域の方々です。第１回目は、

１年生の各教室で、朝の時間に行われました。子供

たちは、集中して絵本に目を向け、読み手の声に耳

を傾けていました。笑顔でうなずいたり、思わず声

を上げて応えたりする姿が、たくさん見られました。

第２回目の２・３・４年生も、学年が上がっても同

じような姿を見ることができました。絵本の内容を

楽しむことに加え、目の前で直接話を聴く臨場感、

担任以外の方による、いつもと違った高揚感など、

感じられたと思います。 

６年生国語・説明文「時計の時間と心の時間」（光

村図書）の授業を見ました。説明文の要点は、「『心

の時間』は、心や体の状態、身の回りの環境などに

よって、進み方が違う」ということです。筆者の主

張や事例に着目しながら読み、文章全体の構成と内

容の大体を捉えることが目標です。自分のめあてに

対して、自分の考えをもち、さらに友達と交流して

（聴いて話して）、その考えを広め深めていく姿は、

さすが６年生という印象でした。担任の範読にも集

中していました。どの学年の児童も、楽しいときや

集中しているときは、時間など気にならず、終わっ

て振り返ったときに、短いと感じた経験があると思

います。 

これからも、様々な授業や活動を通して、子供た

ちの心をつかみ、学校生活が短く感じられるように

取り組んでまいります。 

◇      ◇      ◇      ◇      ◇ 

５月２０日（土）、子供たちが楽しみにしている

「第三いきいき活動」が始まりました。地域や卒業

生の保護者の方々が中心となり、子供たちの楽しく

豊かに過ごす「機会」と「場」をつくってくださっ

ています。毎回、一生懸命笑顔で取り組む姿が見ら

れます。「お料理」「サッカー」「バレーボール」

「空手」「折り紙」「将棋＆囲碁」の活動がありま

す。（右上の QR コードから学校 HP をご覧くださ

い。リンクが貼ってあります。）これからも、興味

をもったところに、進んで参加してほしいと思いま

す。 

大田区立東調布第三小学校 

校長 川嶋 正昭 

 ６月の生活目標 

~梅雨時の生活に気を付けましょう~ 

梅雨時は、湿気が多く、ウイルスや細菌が繁殖
しがちです。特に食品や衣服などは、健康や気持
ちのよい生活を妨げることになるので、注意して
生活したいものです。また、「手洗い」「うがい」
は梅雨時に限らず、様々な感染症を予防するため
にとても効果的ということは周知の事実です。ど
んなに気を付けていても、私たちは毎日いろいろ
なものに触れていて、それらには想像以上にたく
さんの細菌・微生物が付着しているといわれます。
習慣化している場合は良いですが、面倒になりが
ちな場合は、再度気を引き締めていく必要があり
ます。 
慣れてくると注意不足になりがちな日々の生活
ですが、お互いのためを思って行動することが自
分や自分の大切な人の命を守ることにもつながっ
ていきます。学校生活の中で繰り返し指導してい
きます。 

（生活指導担当） 

水泳指導について 

６月１９日（月）より水泳指導が始まります。 

水泳は楽しい側面がある一方、危険を伴う活動で

もあります。児童一人一人がルールを守って水に親

しみ、泳力を伸ばせるよう教職員一同、安全に十分

配慮して指導を進めていきます。 

ご家庭にも、お子さんの健康管理や手足の爪のチ

ェック、水泳カードへの記入や水泳指導に関する配

布物（持ち物、ルール）の確認など、ご協力をお願

いすることが多くなりますが、よろしくお願いいた

します。 

今年度は学年合同で実施します。詳しい内容は、

後日配布する手紙をご覧ください。 

（体育部） 

 体力テスト 

今年度は、５～６月に体力テストを行っていま

す。２学期には、体力テストの結果が集計されて

個票となって戻ってきます。ご家庭でも体力テス

トの結果をご覧になって話題として取り上げてい

ただき、日頃の運動習慣を見直す機会としていた

だけたらと考えています。 

       （体力テスト担当） 
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６月の行事予定 SC：ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 木 聴力予備日      体力テスト一斉測定 

2 金 
算数補習 3年 教育実習終了 ＳＣ 

東京都学力調査(５年)  

3 土   

4 日   

5 月 
全校朝会 委員会③ 

大森七中【大校庭】使用開始 

6 火 ＳＣ 

7 水 
音楽朝会   

音楽鑑賞教室(５年) 算数補習 46年 

8 木   

9 金 
９５周年記念撮影 

算数補習 3年なし ＳＣ 

10 土 学校公開日  

11 日   

12 月 全校朝会 クラブ④ 

13 火 
避難訓練（Jアラート） ＳＣ 

水泳事前検診（全学年） 

14 水 体育朝会 小中一貫教育（全学年５時間授業） 

15 木 地域清掃(６年) 

16 金 
算数補習 3年 東京都学力調査(４年) ＳＣ 

大森七中【大校庭】使用終了  

17 土 第三いきいき活動 

18 日   

19 月 全校朝会 水泳指導開始 ６時間授業 

20 火 ＳＣ 

21 水 児童集会 

22 木  

23 金 算数補習 3年 ＳＣ 

24 土   

25 日   

26 月 全校朝会 クラブ⑤ 

27 火 ＳＣ 

28 水   

29 木  

30 金 体力テスト終了 算数補習 3年 ＳＣ 

 

 子どもの心サポート月間 

子供たちは楽しい経験ばかりではなく、時には悩み、迷

い、失敗などをし、それらを乗り越える中で成長していきま

す。ところが、困難に直面した時に、対処しきれず苦しみか

ら抜け出せない子供もいます。 

大田区は、６月と１１月を「子どもの心サポート月間」と

して、子供一人一人の心の状態を把握しサポートしていこ

うと取り組んでいます。普段と違う生活が続いている子供

たちに寄り添い、子供が発するサインを見逃さないように

努めています。 

また、今年度も５年生を対象にスクールカウンセラーに

よる全員面談を行い、心の状態が気になるお子さんには

寄り添って対応していきます。 

また、お子さんの様子で何か気になることがあれば、担

任にお知らせください。一緒に解決策を考えていきます。 

基本的に、毎週火曜日と金曜日にスクールカウンセラ

ーが来ています。悩み・相談など遠慮なく直通の番号

（080-5986-0909）にお電話ください。 

学校・家庭・地域・他の関係機関、それぞれの立場から

協力して子どもの成長を見守っていきます。 

（生活指導担当） 

特別支援教室（サポートルーム） 

大田区すべての小中学校に特別支援教室（サポート

ルーム）が設置されています。特別支援教室では、通

常の学級におおむね参加でき、一部特別な指導を必要

とする児童を指導します。 

対象になるのは、 

・授業中立ち歩くなど、落ち着かない様子が見られ

る。 

・自分の気持ちを伝えるのが苦手。 

・友人関係が円滑にいかないことがある。 

・周囲の状況を理解しにくい。 

・集団行動が難しく仲間からはずれがちになる。 

などの児童を支援します。 

 お子さんの様子で気になることや困っていること

がありましたら、学校にご相談ください。年度途中か

ら利用することも可能です。  

                  （サポートルーム） 

開校９５周年 記念撮影 

 今年度は、東調布第三小学校が開校してから９５周年目を迎えます。それを記念して６月９日（金）に、写真

撮影を行います。全校児童写真、クラス写真の撮影を行い、記念冊子を作成して、校内教職員、全児童に配布す

る予定でいます。また後日、子供たちには撮影した写真を下敷き等にして、配ることも考えています。 

 写真の掲載有無に関しては、４月に保護者の皆様にご提出していただいた「個人情報の承諾書」の「学校便り(嶺

鵜)」に順じる扱いとします。写真 NGのお子様は、当日撮影時にその場から抜け、写真撮影に参加しないように

します。もし、お子様の写真撮影に参加させたくない、という希望の保護者がいらっしゃいましたら、６月５日(月)

までに、よいこの手帳などを通じて担任までご連絡ください。 

 この記念撮影が、子供たちにとって小学校での１つの思い出となることを願っています。 


